


花束・アレンジメント・おくだけブーケが届いたら
お届けしたお花は、配送の関係上お水を最小限にしてあります。
セロファンを取り外し、お花の状態をチェックしてください。

■飾る場所

・直射日光の当たらない、できるだけ明るい室内
・温度変化の少ない場所

・エアコンの風が直接当たる場所
・高温多湿の場所
・電化製品の近く

■お手入れ
・咲き終わったお花は取り除きましょう。

・お水は毎日こまめに取り換えましょう。

・お水を取り替えるタイミングで水切りをしましょう。

残っていると雑菌が発生し、他のお花のためによくありません。

お水を取り換える際はすべて入れ換え、雑菌の繁殖を防ぐため
花瓶もきれいに洗いましょう。

届いたらラッピングや保水材を外して、茎についているエコゼリ
ー(給水剤)を流水でよく洗い流します。
茎の根元を水の中につけて、よく切れるハサミを使って
水中で斜めに切ってください。
水に浸かる部分の葉を取り除いて活けましょう。

アレンジメントの場合
届いたらまず最初に、切り花を挿してある吸水性スポンジに、
たっぷりと水を与えてください。毎日水を足すと長くお楽しみ
いただくことができます。
吸水性スポンジは乾いてしまうと水を吸わなくなりますのでご
注意ください。

ラッピングのまま飾れるブーケです。
お花を束ねてブーケにしてから、エコゼリー(給水剤)が入っ
た袋に入れてあります。袋は固定用のパーツで支えているの
で、倒れることがありません。
花束の中心部からお花に水がかからないようにゆっくりと水
を足してください。
水を足すときは、万が一お水がこぼれてもよい場所で行って
ください。

おくだけブーケの場合

鉢植え・観葉植物が届いたら
ラッピングペーパーなどを外し、早めにお水を与えてください。
お届けの関係上、お水を最小限にしてあります。

■飾る場所

・日光の当たらない場所
・エアコンの風が直接当たる場所

■水やり 土の表面が乾いたら次のポイントに注意してお水をあげてください

乾きが速いので、土の表面が白く乾いたらすぐにお水をあげてください。

表面が乾いても鉢の中心が乾くまでには時間がかかるので控えめにしてく
ださい。

■植え替え

花束の場合

基本的には鉢の底から根が出てきたら、ひとまわり大きな鉢に植え
替えてください。鉢の中の空気が少なくなり、根が呼吸できずに枯
れてしまうことがあります。

季節にあわせた水やりを。

お水は底の穴から流れ出るまでたっぷりとあげましょう。

鉢皿や鉢底にたまったお水は根腐れの原因になるので
すぐに捨てましょう。
葉に霧吹きでお水をあげると乾燥を防ぎ、防虫にもなります。

・風通しと日当たりのよい場所
※直射日光は葉焼けのもとになりますので室内の場合はレースカーテ
ン越しに置きます。室外の場合は木陰のような半日陰で管理しましょう。
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※こちらでご紹介するのは鉢植えや観葉植物の基本的なお手入れ方法です。
　植物によってお手入れの仕方が変わってきます。


